
緑豊かでゆとりと潤いのある快適な環境と美しい景観の創造をめざして

発 行： 一 般 社 団 法 人 日 本 造 園 建 設 業 協 会　 編 集： 広 報 活 動 部 会　http://www.jalc.or.jp
〒 113-0033　東京都文京区本郷 3-15-2　本郷二村ビル４階　TEL:03-5684-0011　FAX：03-5684-0012

日造協ニュース

　広報日造協

Japan Landscape Contractors Association NEWS

2025. 7 月
通巻 第 616 号  

本号の主な内容

２面 協会表彰 54 名を讃える　受賞者一覧
　　　　 意見交換会を盛大に開催　多数のご来賓、会員が参加し交流深める

３面　「優良緑地確保計画認定制度」（TSUNAG）がもたらすものーその意義と課題ー
　　　   千葉大学大学院園芸学研究院教授　柳井重人先生にご講演いただく

４面    【ふるさと自慢】　愛らしいたぬきと絶品しらすに出会う旅
徳島県支部　田川 文代（南海造園土木㈱）

　　　【緑滴】 　今も残る知らないことが知れる場所
 静岡県支部　山田 明音（天龍造園建設㈱）

　総会は冒頭、和田新也会長のあいさつ
（別掲）に次いで、片山壮二国土交通省
都市局公園緑
地・景観課長
からご祝辞と
と も に、「 公
園緑地行政を
巡る最近の話
題」として情
報提供をいた
だいた。
　片山課長は、
2027 年国際園芸博覧会に向けた取り組
みなど、令和７年度当初予算のポイント
から、昨年 5 月の改正都市緑地法、倒木・
落枝事故等に関する調査結果の概要など
について概説した。
　その後、造園建設功労賞、業績表彰、
勤続精励表彰として、54 名の方々に表
彰状を授与した。（2 面参照）
　議事は３議案を承認、３事項の報告の
ほか、委員会の活動報告事項として、２
つのトピックを紹介。
　技術委員会の伊藤幸男委員長、荻野淳
司安全部会長は、造園工事の樹上での安
全作業について、2019 年の法令改正で
墜落制止用器具の使用が義務付けられた
が、樹上での作業に見合ったものではな
かった。一方で、事業者は労働者の安全

を確保しなければならない。日造協は、
作業床や高所作業車が使用できない場
合、２本のロープを活用した造園ワーク
ポジショニングシステムを推奨してきた
が、関係行政・機関等の理解が必要で、
今まで時間が掛かってしまった。しかし、
建設業労働災害防止協会の令和６年度技
術支援事業として「造園工事の樹上安全
作業マニュアル」を（一社）日本造園組
合連合会とまとめ、社会的認知を得た形
での取り組みとして展開できることとな
り、先般、会員の皆さんにダイジェスト
版やポケット版の配布を行った。今後、
造園ワークポジショニング作業説明会な
ども順次開催し、安全な作業のために普
及していきたいとした。
　造園領域発展戦略委員会の田丸敬三委
員長、酒井一江女性活躍推進部会長は、
これまでに 40 回、令和 6 年度に 6 カ所
9 回実施した出前講座について、引続き
実施するが、さらに多くの学校などで実
施するため、会員の方が持っていける「出
前講座」の開催に向けた事前の案内書も
作成。これを踏まえたインターンシップ
の実施、日造協ホームページの会員企業
求人情報マップについて紹介。さらに、
冊子の発行として、学生だけでなく、異
業種からの転職者などにも対応した「造
園建設業の仕事入門」の改訂、社内連携・

　日造協は 6 月 26 日㈭、東京都千代田区半蔵門のホテルグランドアーク半蔵門で、
令和 7 年度通常総会を開催した。総会では議事に先立ち、国土交通省からの情報提
供をはじめ、各種表彰（2 面）を行った。議事では、令和 6 年度決算報告、役員の
補欠選任、定款の改正の 3 議案を審議・承認。役員では、大嶋聡氏、藤吉信之氏の
理事退任に伴い、伊藤康行氏、小川巧氏を理事に選任。定款は副会長の定員を 3 名
以内から 5 名以内に改正。また、総会途中で行った臨時理事会で、伊藤康行氏を専
務理事に互選した。総会ではそのほか、令和 6 年度事業報告、令和 7 年度事業計画、
収支予算の報告と活動報告事項として、委員会のトピックとなる活動を紹介した。

総会の冒頭、あいさつする和田新也会長

片山壮二課長

定款の改正など３議案を審議・承認
通常総会を開催令

和
７
年
度

人事異動
国土交通省都市局関係　（7 月 1 日付）
辞職＝内田欽也（都市局長）
都市局長＝中田裕人（大臣官房土地政策
審議官）
内閣官房出向＝鎌原宜文（大臣官房審議

官（都市生活環境・国際園芸博覧会））
大臣官房審議官（都市生活環境・国際園
芸博覧会）＝廃止
大臣官房付・即日辞職＝井村久行（四国
地方整備局建政部長）
※国際園芸博覧会担務＝髙橋正史（大臣
官房審議官（都市））

　 

価値」を社会に広く発信し続けること
が求められます。
　そのためにも、当協会では会員の拡
充に努めており、令和６年度には新た
に 10 社の正会員をお迎えすることが
できました。これもひとえに、各総支
部・支部はじめ関係の皆様のご尽力の
賜物であり、心より感謝申し上げます。

◆
　本日は、定款の改正をはじめ令和６
年度決算報告、役員選任の審議、令和
６年度事業報告、令和７年度事業計画
など、重要な議題を予定しています。
　なお、総会に先立ちまして、造園建
設業界の発展に多大なるご功績を残さ
れた 54 名の皆様を表彰させていただ
きます。
　受賞される皆様には、これまでのご
労苦とご功績に対し、深く敬意を表し
ますとともに、今後ますますのご活躍
を祈念申し上げます。

◆
　最後に、本日の総会が円滑に運ばれ
ますようご協力をお願いするととも
に、会員の皆様のご健勝とご繁栄を祈
念申し上げ、開会に当たってのごあい
さつといたします。

（通常総会会長あいさつより抜粋）

　現在の造園建設業界は、持続可能な
社会の実現に向けて、都市公園や緑地
の整備・保全、災害対策、人材育成、
働き方改革といった多岐にわたる重要
な課題に直面しております。
　これらの課題に対する日造協の取り
組みについては、本日の議事にて事業
報告および事業計画として皆様にお伝
えいたします。
　さらに、「GREEN × EXPO2027（国
際園芸博覧会）」は開幕まで２年を切
りました。当協会としても特別委員会
を設置し、支援体制を整えて取り組ん
でいるところです。

◆
　昨年、改正都市緑地法に基づく「優
良緑地確保計画認定制度（TSUNAG）」
が創設され、民間投資による良質な緑
地整備の促進が期待されております。
　本制度の創設に大きく貢献された、
千葉大学大学院の柳井先生には、この
後の講演をお願いしております。皆様
にとりましても有意義な機会となるこ
とと存じます。

◆
　このような環境の変化に的確に対応
し、業界の持続的発展を実現するため
には、協会員一丸となって「みどりの

業界の持続的発展を実現するために
「みどりの価値」を社会に広く発信

一般社団法人 日本造園建設業協会 会長　　和　田　新　也

6 月 26 日開催の令和７年度通常総会並びに意見交換会には、皆様お忙しいなか、多数ご出席をいただきまして
誠にありがとうございました。お陰様をもちまして無事に終えることができました。厚く御礼申し上げます。

コミュニケーションや効率化により、個
人への負担軽減にもつながるヒントをま
とめた「二人三脚ワーキング」は、当初

「女子力アップで」としていたが、「男女
ともに」と時代の変化や新人、中間管理
職の離職対策も踏まえて再編集した。「こ
れからを考えるロールモデル」について
も、地域リーダーズが参加し、男性の事
例も追加。さらに、「建設産業における
女性活躍・定着促進に向けた実行計画」
の認知度が低いため、建設６団体の会長
が集う中、中野国土交通大臣への提案書
手交などの活動を行っているとした。
　次いで、先ごろ閉会した全国都市緑化
ぎふフェアの開催地からの報告として、
中嶋和敏中部総支部長が、来場者は 200
万人を超えたと報告し、フェア開催はじ
め、期間中に中部総支部主催で開催した

「花と緑の集い」への協力についてお礼
を述べた。
　その後、令和 6 年度の新入会員 10 社
を紹介、別室で臨時理事会を開催するた
め、総会は休会となり、賛助会員による

製品やサービスの紹介動画を放映した。
　総会再開後は、理事で互選した伊藤康
行専務理事を紹介、閉会となった。
　また、当日は午後 5 時から、「「優良
緑地確保計画認定制度」（TSUNAG）が
もたらすもの－その意義と課題－」と題
して、民間投資による良質な都市緑地の
確保に向けた評価の基準に関する有識者
会議座長を務めた柳井重人千葉大学大学
院園芸学研究院教授からご講演をいただ
いた。（３面参照）
　さらに、午後 6 時からは会場を移して、
意見交換会を行った。（２面参照）

伊藤幸男委員長 荻野淳司部会長 田丸敬三委員長 酒井一江部会長

中嶋和敏総支部長 伊藤康行専務理事
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省、業界の皆様と花博の準備に取り組ん
できた。花博においては、皆さまの技術
を存分に発揮していただきたい。
　佐藤氏は、公園緑地は社会に不可欠で
防災においても重要。今後も皆さんのご
活躍に期待している。
　田中氏は、外国に多くの日本庭園があ
るが管理が大切。予算や制度の政治、行
政の対応とともに皆さんの技術が求めら
れている。
　片山氏は、日造協の活動は、毎月「日
造協ニュース」を拝読させていただき、
皆さんの活躍ぶりを拝見している。花博
の開催まで 630 日。花や緑にとどまら
ず、環境問題にもつながる重要なもので
あり、今後ともご協力をお願いしたい。
　乾杯に当たっては、涌井史郎（公社）
2027 年国際園芸博覧会協会 GREEN ×
EXPO ラボのチェアパーソンは、ラボは
整備の前の調査研究を行う役割を担って
いる。花博は日造協の多大な貢献があっ
て現在に至っている。現在、緑の風が吹
いており、その一つがグリーンインフラ

　交流会は冒頭、和田新也会長があいさ
つ。新理事の伊藤康行氏と小川巧氏を紹
介した。
　ご来賓のごあいさつは、多数ご参加い
ただいたご来賓の方々を代表し、国家公
安委員会委員長の坂井学衆議院議員、自
由民主党国土強靭化推進本部本部長、都
市公園緑地等整備促進議員連盟会長の佐
藤信秋参議院議員、都市公園緑地等整備
促進議員連盟副会長の田中和徳衆議院議
員、けんざか茂範自由民主党参議院比例
区支部長（建設産業）代理の奥村康博後
援会副代表、片山壮二国土交通省都市
局公園緑地・景観課長があいさつ。
　坂井氏は、花博の開催地である横浜が
地元で、初代の 2027 横浜国際園芸博覧
会（花博）推進特命委員長として、国交

　6 月 26 日 の 令
和 7 年度通常総会
終了後は、意見交
換会を開催し、多
数のご来賓の方々
をはじめ、会員ら
約 180 名が参加し
盛会となった。

意見交換会 180 人が参加
多くのご来賓の方々、会員で交流深める

で、国交省の施策の中心になろうとして
おり、都市環境課も新設された。環境省
でも生物多様性のみならず、地域の緑を
どう保全していくかに取り組み、経済産
業省も企業のガバナンスとしてどれだけ
自然に配慮した活動を行っているかの明
示を求めるようになった。こうした状況
の中、日造協の果たす役割はますます大
きくなっており、これからますますの発
展をと述べ、乾杯を発声、意見交換の場
となった。
　意見交換会は、田丸敬三副会長が中締
めを行い、盛会のうち散会した。

造園建設功労賞　　　　　　  
総 支 部 支部 氏名 年齢 　　所属
北海道 北海道 四宮　繁 55 ㈱四宮造園
東北 山形 小川行雄 77 ㈱小川緑化土木

関東・甲信 埼玉 森川昌紀 59 東洋ランテック㈱
〃 千葉 佐藤善一 64 千葉造園土木㈱
〃 山梨 仲村清輝 62 ㈱仲村造園

北陸 新潟 近陽一郎 59 ㈱新潟造園土木
中部 静岡 中野孝三 63 ㈱愛樹園

協会表彰 54 名を讃える
　令和 7 年度の協会表彰は、造園建設功労賞 14 名、業績表彰 30 名、勤続精励表彰
10 名の 54 名の方々が受賞し、和田会長より表彰状と記念品が手渡された。

総 支 部 支部 氏名 年齢 　　所属
近畿 福井 塚谷浩一 61 ㈱共和庭園
〃 大阪 當内　匡 57 ㈱庭樹園

四国 高知 西原厚博 52 ㈱庭園センター
九州 熊本 吉村昌洋 63 ㈱皆楽園
〃 大分 飯倉秀文 52 ㈱栗木精華園

沖縄 沖縄 赤嶺勇助 78 ㈲みね造園
本部 愛媛 髙須賀盛満 59 髙須賀緑地建設㈱

                      （14 名）

勤続精励表彰　　　　　　  
総 支 部 支部 氏名 年齢 　　所属
関東・甲信 神奈川 二本柳昌春 52 田野井造園㈱
北陸 石川 出口　誠 64 ㈱庭芸社
近畿 京都 柳沼孝尚 63 ㈱植芳造園
〃 大阪 山本康裕 60 ㈱昭和造園土木
〃 滋賀 山添智彦 51 中西宝山園㈱

総 支 部 支部 氏名 年齢 　　所属
中国 岡山 日原史貴 41 瀬戸内造園㈱
四国 徳島 吉村一郎 55 ㈲稲富造園
九州 福岡 熊谷芳浩 54 ㈱西鉄グリーン土木
〃 熊本 浦川新司 43 ㈱東武園緑化
〃 鹿児島 永井興平 48 ㈱桂造園

                      （10 名）

業績表彰　　　　　　  
総 支 部 支部 氏名 年齢 　　所属
北海道 北海道 細田洋介 47 ㈱細田造園
東　北 山形 永田勝美 74 ㈱翠紅園
関東・甲信 茨城 砂押一成 56 ㈱砂押園芸

〃 群馬 清水大助 49 ㈱しみづ農園
〃 埼玉 大熊雄二 51 ㈱大熊造園
〃 埼玉 小野寺勉 53 ㈲宝亀園
〃 埼玉 志村智恵子 55 ㈱万緑工業
〃 千葉 齊藤一美 69 藤木園緑化土木㈱
〃 千葉 川島正美 54 ㈱ユアサ園芸
〃 東京 杉　洋一 45 東光園緑化㈱
〃 東京 桑園亜希子 47 東光園緑化㈱
〃 東京 藤本加奈子 46 箱根植木㈱
〃 東京 中川京子 46 ㈱富士植木
〃 神奈川 渡邊秀一 70 横浜植木㈱
〃 神奈川 石黒　毅 51 相武造園土木㈱

総 支 部 支部 氏名 年齢 　　所属
関東・甲信 長野 奥原正次 60 ㈱奥原造園
北陸 富山 橋本匡史 51 ㈱福田園
中部 愛知 加納一弘 71 ㈱加納造園
〃 三重 川嵜基晴 45 ㈱カワサキグリーン

近畿 兵庫 石井秀樹 54 石井造園土木㈱
〃 奈良 小柳和也 50 ㈱郡山共同園芸
〃 和歌山 岡﨑佳史 48 ㈱松原造園土木

中国 山口 森　和義 72 ㈱森芳楽園
〃 岡山 難波岳昌 49 ㈱菱川グリーン

四国 愛媛 二宮　淳 51 ㈲日進緑地
九州 福岡 栗山和道 58 ㈱フクユー緑地
〃 長崎 奥野芳春 59 八江グリーンポート㈱
〃 大分 加藤　稔 51 ㈱ハヤシグリーンテクノ
〃 鹿児島 関山哲朗 59 青楓緑化㈱

沖縄 沖縄 金城健太郎 45 金城グリーン㈱

                      （30 名）

和田新也会長

坂井 学 氏 佐藤 信秋 氏

田丸敬三副会長

片山 壮二課長

涌井史郎チェアパーソン

田中 和徳 氏

意見交換会のようす

新理事の小川巧氏㊧、伊藤康行氏㊨
（中央は司会を務めた広報部会の前杉氏）
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１．実行計画検討の概要

「優良緑地確保計画認定制度」（TSUNAG）
がもたらすもの　ーその意義と課題ー

講演する柳井重人教授

者や地域住民の気分転換やストレス軽
減の場となり、地域への愛着を生み出
し、社員やテナントにとっても満足度
向上や生産性向上につながるだけでな
く、企業文化の表現や人材確保、空室
リスクの低減、賃料維持などの経済的
メリットもある。

緑地の新たな可能性
　従来の緑地は、都市公園など公的機
関が管理する場所として理解されるこ
とが多かったが、民間の緑地も含めた
全体で考える必要があり、パーク PFI
のように公的空間に民間が入ったり、
企業の研究所や保養所、工場などの民
間緑地がオープンになったりしてきて
いる。
　これからは「1 人当たり都市公園面
積」という指標ではなく、「1 人当た
り都市公園プラス企業緑地を含めた
オープンスペース面積」という新しい
指標が重要だ。

TSUNAG の意義と効果
　TSUNAG は、企業が認証を受けるプ
ロセスで自らの取り組みを見直す機会に
なり、厳格な評価基準と専門性の高い第
三者評価によって、企業の緑地への取り
組みの価値が可視化され、ステークホル
ダーからの信頼や支持、ESG 投資の呼び
込みにつながる。
　また、TSUNAG はグローバルスタン

多様性・ウェルビーイング向上が地球規
模の課題となっていることも踏まえて、
ESG 投資のような環境分野への民間投資
が進んでいることがなどが TSUNAG 創
設の背景にある。

緑地の多面的機能と価値
　木陰は熱中症リスクを軽減するだけで
なく、滞在の快適性や街のにぎわいにも
つながるなど、緑地はネイチャーベース
ドソリューション（自然を基盤とした解
決策）として、複数の課題に同時対応で
きる特徴がある。
　さらに、コミュニティガーデンなど、
景観形成だけでなく高齢者の孤立防止や
役立ち、緑地の管理自体が環境学習や資
源循環などの意味も持っている。

ESG 投資の拡大と企業緑地の価値
　企業の環境への取り組みが単なるイ
メージ向上だけでなく、経済的にも結び
つきつつあり、企業はさまざまな緑地に
関する活動を行い、敷地内の活動だけで
なく地域での取り組みやネットワーク形
成なども進んでいる。
　オフィスや商業ビルの緑地は、来訪

TSUNAG の概要
　TSUNAG は都市緑地法に基づき、国
土交通大臣が緑の量と質の観点から民間
事業者等の取り組みを評価・認定する制
度。「緑をつなぐ、緑と人をつなぐ、緑
と都市をつなぐ、緑と社会をつなぐ、未
来へつなぐ」というコンセプトで、「To 
Secure Urban Nature And Green space」
から TUNAG としている。

TSUNAG の評価項目と特徴
　TSUNAG は、気候変動、生物多様性、
ウェルビーイング、地域の価値向上、マ
ネジメントとガバナンス、土地・地域特
性の反映などを評価し、対象事業は新た
に緑地を創出・管理する事業だけでな
く、既存の緑地の質の向上や確保も含ま
れる。
　また、単一の敷地だけでなく、隣接す
る外部や 250m 以内の場所も一体の事
業として認める点が特徴。認定はトリプ
ル A（AAA）からシングル A（A）まで
3 段階で、マネジメントを重視している。
　特に地域の価値向上は、風の道の形成、
生態系ネットワークの形成、地域コミュ
ニティの形成など、敷地外への波及効果
を重視。マネジメント、ガバナンスと土
地、地域特性の把握、反映は必須項目で、
造園の発想が生かされている。
　日本の都市緑地は、OECD のデータを
みても、充実度が低く、気候変動・生物

ダードとの連携も考慮され、TCFD（気
候関連財務情報開示タスクフォース）や
GRESB（グローバル不動産サステナビリ
ティ・ベンチマーク）などの国際的な評
価基準との整合性も図られている。

TSUNAG の地域社会への波及効果
　また TSUNAG は、優良事例のベンチ
マークとしての役割があり、認証に伴う
広報普及活動によって他の企業の取り組
みを促進するきっかけになる。
　さらに、生物多様性地域戦略や緑の基
本計画などに盛り込むこともでき、千代
田区の生物多様性推進プランには、認証
緑地が行政計画の中で生態系ネットワー
クの一部として位置づけられている。

今後の課題と可能性
　今後は、認証制度の普及が課題であり、
ESG 投資と評価の関係性を強化し、緑地
の取り組みのメリットやエビデンスを発
注者に理解してもらう必要がある。
　また、申請や認証取得に関わる支援・
コンサルティングが必要で、これは造園
施工業の方々の仕事にもなる。
　もう一つ、施工管理技術、利用促進、
運営改善、モニタリング技術などのパッ
ケージ化が重要で、TSUNAG の利用申
請者用手引きはホームページからダウン
ロードでき、評価項目の詳細も確認でき
る。現在、TSUNAG だけでなくさまざま
な認証評価制度がある。施工業界として、
これらも参考にこれからどうしていくの
か、どういう目標を持つべきかを改めて
考える契機にもなると思うと述べた。

　国土交通省の「優良緑地確保計画認定制度」において、柳井教授は「民間投資による良質な都市緑地の確保に向けた評価の基
準に関する有識者会議」の座長として、制度創設の中心的な役割を担われた。講演では、制度の背景、目的、評価基準、緑地の
社会的・経済的価値について説明。制度は単に緑地を評価するだけでなく、緑と人、緑と都市、緑と社会、そして未来へとつな
ぐコンセプトを持ち、気候変動対策、生物多様性保全、Well-being 向上、地域価値の構築などの多様な観点から企業の緑地を評
価し認定する。また、敷地内だけでなく地域全体の緑のネットワーク形成を促進する点や緑地の「マネジメント」に重点を置い
ていることが特徴とした。さらに、ESG 投資の拡大と緑地の価値の関連性について、企業の緑地への投資が経済的リターンにも
つながり、認証を受けることで企業は自らの取り組みを見直す機会を得、その価値を可視化し、ステークホルダーからの信頼を
獲得できる。造園業界においては、認証制度の普及、申請・認証取得に関わるコンサルが直接的な業務になるが、コンサルと言っ
ても運営管理が重要で、施工管理技術が不可欠であることから、皆さんの活躍の場が広がる制度ともいえると述べた。
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TSUNAGとは

【地域の価値向上】
風の道の形成、生態系ネットワークの形成、
地域コミュニティの形成 等

【気候変動対策】
温室効果ガス吸収・固定、暑熱対策、浸水被
害対策、資源循環 等

【生物多様性の確保】
水資源の保全，多様な生息・生育環境の確保，
周辺環境との調和，環境教育 等

【Well-beingの向上】
安全・安心な空間の形成，心身の健康の増進，
にぎわいの創出，良好な景観の形成 等

【先進的取組】
【マネジメント・ガバナンス】

適切な事業の実施，情報開示 等

【土地・地域特性の把握・反映】
土地・地域特性，法令・行政計画 等

【緑地の量】
緑地割合，緑地面積 等

TSUNAG HP を元に筆者作成 https://tsunag-mlit.com/tsunag/abstraction
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マネジメント 
地域・事業に関する 組織に関する

ガバナンス・

緑地の量 TSUNAG HP を元に筆者作成
https://tsunag-mlit.com/tsunag/abstraction

都市緑地法に基づき、民間事業者
等による良質な緑地確保の取組を、
国土交通大臣が気候変動対策・生
物多様性の確保・Well-beingの
向上等の「質」と緑地の「量」の
観点から評価・認定する制度。

優良緑地確保計画認定制度

TSUNAG
To Secure 
Urban Nature And Greenspace
緑をつなぐ，緑と人々をつなぐ，
緑と都市をつなぐ，緑と社会をつ
なぐ，未来へつなぐ・・・・
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公有地

国有地
都道府県有地
市区町村有地

民有地

個人所有地
企業所有地

その他

都市公園等
駅前広場・街路樹
河川緑地
公共施設用地の緑
その他

個人の庭
民有樹林地
民有の農地
企業緑地

国・地方公共
団体による管
理・運営

個人・企業等に
よる管理・運営

官民連携
規制緩和

公共サービス
低未利用地活用

その他

市民・企業参加
環境・社会貢献
地域・企業価値
民有地の公開
その他

管理運営への市民参加
花壇・コミュニティG

アダプト制度・
Park PFI
その他

オープンG
市民緑地・樹林地公開
市民農園
企業緑地の公開
その他

社会背景

市民・企業・行政等の
パートナーシップによる管理・運営

市民・企業・行政等の
パートナーシップによる管理・運営

都市公園等と民有緑地との一体的整備
新たな動き

民間の取組の拡大

TSUNAGの目指すところ
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緑を通じた人々（コミュニティ）のつながり

緑

企業
入居企業
団体 行政

造園関連
企業

NPO
(テーマ型)

研究機関
(大学)

利用者
団体

地域団体
(地縁型)

小・中学校

シンクタンク

保育園・幼稚園 高等学校・高専

企業の技術研究所

園芸・生産者

オフィス

カフェ・レストラン

施工管理・運営

自治会・管理組合

商店会

各種店舗

マスコミ

生物多様性保全

地域活性化

エリアマネジメント

コンサルタント

広報部署
取引先・株主

建築

公園緑地

都市計画

企業の取組の実践的展開
広報・宣伝

人脈や情報網の拡大
多様なアイデアやノウハウ

従業員の活性化
イノベーションの創出
企業のイメージアップ

＋波及効果

国等の試験研究機関

TSUNAGの目指すところ
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• 生物多様性に資するエコロジカルネットワークの形成
• ヒートアイランド現象の緩和と適応に資する風の道の形
成

• 災害におけるレジリエンスの向上に資する防災ネット
ワークの形成、

• 優れた景観形成やウォーカブルを基調とした回遊性の向
上による観光レクリエーションのネットワーク形成

• 関連する波及効果

一定地域内に存在する多様な都市緑地の連続性を確保することによって、都市緑
地の多面的機能を発揮させ、相乗効果をより広い範囲へと波及。

緑を通じた場所のつながり

緑のネットワーク形成 地域価値の向上

緑と人とのつながり
緑を通じた人々（コミュニティ）のつながり
＋

緑を通じた場所のつながり

TSUNAGの目指すところ
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千葉大学大学院園芸学研究院教授　柳井重人先生にご講演いただく
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都市緑地の多面的機能

ヒートアイランド
現象の緩和・適応

雨水の
流出抑制

避難場所・
延焼防止等

温室効果ガス
の吸収・固定

健康増進・レクリ
エーションの場

環境教育・自然と
のふれあいの場

騒音・大気汚染等
の公害防止

コミュニティの
形成

美しい景観・
歴史文化の形成

観光振興・
経済活性化

子どもの健全育
成・子育て支援

自然を基盤とした解決策
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我が国の主要都市の都市緑地の現状（2021年）
一人当あたり緑地面積（㎡/人）

図 我が国の主要都市（機能的都市圏）の緑地率と一人当たり緑地面積*
緑地率（％）
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TSUNAG HP を元に講師作成 
https://tsunag-mlit.com/tsunag/abstraction

OECD Regions and Cities, City statistics (database), https://stats.oecd.org/
Index.aspx?DataSetCode=FUA_CITY のデータベースに基づき講師作成
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 日造協賛助会員の紹介 　　管清工業㈱
全国の下水道管など管の清掃・調査・補修を担う

　弊社は 1962 年から約 60 余年にわた
り、一貫して下水道及びその上流である
排水「管」（パイプ）の維持・管理を行い、
日本の下水道インフラを支えてまいりま
した。現在では、およそ 50 万 km にも及
ぶ全国の下水道管及び排水管の清掃・調
査・補修を一貫して行う事業を展開して
おり、全国に事業所ネットワーク網を持
ち、下水道・排水施設の機能を常に安定
した状態に保ち、安全で快適な生活環境
を支えています。弊社の業務は造園との
関わりが薄いように見えますが、全国の
都市公園等「緑」関係施設内の排水管の
清掃・調査・補修を担っております。ま
た、私達が使用した水は下水道システム
で汚水処理を行い、きれいな水として川
や海に流すことで自然環境を守るととも
に、下水道システムに雨水を集めて川や
海に流すことで街を浸水から守る役目も
果たしておりますが、弊社も、システム
のうち管の維持管理を担うことで日造協

が掲げている地球環境の保全に貢献して
おります。今後は、下水道等の異常を予
め食い止めることで自然環境への影響を
抑えるため、予防保全的維持管理を行う
ことが大切です。
　私たちの暮らしに欠かせないインフラ
である下水道などの管の維持管理を通じ
て、社会に頼られる存在として歩んでま
いります。
管清工業株式会社（KANSEI Company）
〒 158-0098 東京都世田谷区上用賀 1-7-3
https://www.kansei-pipe.co.jp/
問合せ：TEL03-3709-5151

　　

　徳島市の南に位置する小松島
市には小松阿波狸合戦という伝
承があり、市内には多くのたぬ
きスポットが存在します。
特に「金長たぬき」は地元の人々

に親しまれ、祭神として祀られて
いる金長神社は商売繁盛や開運の
ご利益があるとされており、珍し
い狛狸が出迎えてくれます。
　普段はたぬきの方が多いです
が、年始には初詣客も訪れ限定御
朱印などもいただけます。

◆
　神社から車で数分の小松島ス
テーションパークという公園にも
ぜひ立ち寄ってください。
　大きいたぬきから小さいたぬき
までこれまたたくさんいます。
　隣接する郵便局は「金長だぬき
郵便局」と改名するほど市民生活
にたぬきが浸透しています。

◆
　西側の SL 記念広場は 2024 年

に新たに大型複合遊具が設置され
ました。SL を模した遊具もあり、
乗り物好きの４歳児は大興奮で雨
上がりにズボンをびしょびしょに
しながら楽しんでいました。
　SL の展示もあり写真スポットと

編集後記　今年は全国的に平年よりも梅雨明けが早く、暑い日が長く続きそうですね。6 月からは、職場に
おける熱中症対策の義務化も始まりました。今年の夏を無事に乗り越えられるか不安ですが、まずはしっか
りと熱中症予防に取り組みたいと思います。
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こにゃんが現れるところでもあり、癒
されに会いに行くこともあります。

◆
　また、印象に残っている城の一つは
安土城跡です。
　三英傑として有名な織田信長公が築
城した城で、石段や屋敷跡が残るのみ
の城跡ですが、石段の中に石仏や墓石
が使われていて、はじめて見つけたと
きは衝撃的でした。まさに信長公らし
さを感じたところでありました。

◆
　近年は老朽化や雨で石垣が崩れたり
して、今まで入れたところが立入禁止
となる場所が増えているそうです。
　今の状態で残っているうちに、まだ
行ったことのない現存十二天守を巡り
たいなと思います。

　両親が歴史的建造物が好き
で、小さい頃から城巡りをし
ていました。
　最初はよくわからないなが
ら も、 た だ か っ こ い い な と
思って見ていただけでしたが、
築城された理由や関わった人
物、その城の謂れなどを知っ
ていくと、より楽しめるよう
になり、気づいたら城巡りが
趣味になっていました。

◆
　今までに犬山城、彦根城、
姫路城、松本城等たくさんの
城や城跡を見てきました。
　当時の状況を想像ながら見
て回ることがおもしろく、感
慨深い気持ちにもなります。
　その城に行った記念には通
行手形や、今は御朱印ならぬ
御城印というものもあり、そ
れらを集める楽しみも増えて
います。

◆
　 ど の 城 も そ れ ぞ れ 特 徴 が
違っていて魅力的ですが、お
気に入りは彦根城です。
　現存十二天守の一つで、築

城当時の石垣が間近で
観察できたり、天守内
の急勾配の階段を実際
に感じることができま
す。
　またゆるキャラのひ
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事務局の動き

【7 月】
  1 ㈫・広報活動部会
  3 ㈭・運営会議
　　　・造園技術フォーラム
  7 ㈪・地域リーダーズ会議
  8 ㈫・「造園ワークポジショニング作業」説明会
  9 ㈬・緑地樹木剪定ハンドブック編集会議
　　　・造園・環境緑化産業振興会　運営会議
10 ㈭・グリーンインフラ官民連携プラットフォー
　　　 ム運営委員会
11 ㈮・植栽基盤診断士認定委員会（試験部会）
15 ㈫・国際花と緑の博覧会記念協会　理事会
18 ㈮・植栽基盤診断士認定委員会
24 ㈭・登録造園基幹技能者講習委員会
31 ㈭・財政基盤強化部会・会員拡大推進部会合同会議

【8 月】
  3 ㈰・若年者ものづくり競技大会～ 4 ㈪
  5 ㈫・広報活動部会

委員会等の活動

●広報活動部会

6/3 日造協ニュース 6 月号の内容確認、2025 年
10 月までの記事構成・2025 年度からの造園フェ
スティバルのツールについて審議
●全国造園デザインコンクール等推進部会
6/2 今年度の全国造園デザインコンクール計画につ
いて審議

●人材育成部会
6/2 造園施工管理技術検定受験対策講習会、職長・
安全衛生責任者講習の講師派遣、経営研修の企画、
地域リーダーズ活動支援について審議
●登録造園基幹技能者講習委員会（試験委員会）

6/9 2025 年度の新規・更新計画、基幹技能者テキ
スト、試験問題について審議
● 2027 年国際園芸博覧会特別委員会
6/4-5 AIPH 視察団の横浜視察対応

たぬき広場

彦根城とひこにゃん

直近行った広島城㊧ 集めた通行手形＆御城印㊨

新入会員のご紹介 ようこそ日造協へ！

かわいいだけじゃなく味も良し！

してもおすすめです。
◆

　そしてこの時期の小松島といえば「し
らす」です。
　漁獲量が多く、新鮮なしらすが味わえ
る地域として知られており、特産の釜揚
げしらすやちりめんが多く出荷されます。
　しらす漁の期間限定、曜日限定で営業

する飲食店もあり、今期もオープンの
ニュースを目にしたので、今度丼を目当
てに出かけたいと思います。

◆
　今回立ち寄ったパン屋さんでも、個性
豊かなかわいいたぬきに出会いました。
　お気に入りのたぬきを探しにぜひ小松
島にお越しください。
徳島県支部　田川 文代（南海造園土木㈱）

金長神社㊤　金長だぬき郵便局㊦ SL 広場

建設業のみなさんへ建設業のみなさんへ

従業員をま
もる。

会社を強く
する。従業員をま
もる。

会社を強く
する。

独立行政法人 勤労者退職金共済機構  建設業退職金共済事業本部
〒170-8055 東京都豊島区東池袋１-２４-１ TEL 03-6731-2866

建設現場で働く
労働者のための
国の退職金制度です｡
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建設現場で働く
労働者のための
国の退職金制度です｡

https://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp

建退共

掛金は損金扱い！
新規加入で一部免除

一人親方も加入できる!

社名 / 住所 ☎     代表者 /FAX

㈱紀
きほくりょくちけんせつ

北緑地建設   前田　明彦
和歌山県橋本市高野口町名倉 206-2
☎ 0736-42-0028　FAX 0736-42-0038

社名 / 住所 ☎     代表者 /FAX

㈱竹
ちくようけんせつ

葉建設         大橋　光明
栃木県下野市柴 1087
☎ 0285-44-7688　FAX 0285-44-5883

たぬきの井戸端会議


